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田独歩の 『春の鳥j、森鴎外の 『高瀬船j、芥川の 『蜜柑j、川端の 『伊豆の踊
り子jなどです口二年後の1979年にまた本学はI日本近代文学短編選・第二集j
と f同 第三集jのタイ語版を出しました。その中には森鴎外の I山根大夫j、
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1998年 『日本近代文学短編選 第五集j 太宰治短編集
1.「富巌百景J
2.「女生徒」
3.「駆け込み訴え」
4.「待つ」
5.「ウィヨンの妻」
6.「赤い太鼓J
7.「桜桃J
8.「魚服記」
＊肘陣要旨
Sonja AR.NTZEN氏は、英語のできるタイ人は多いのか、多いとすれば英訳を読んで済ませられる
からタイ語訳が少ないのではないか、と質問し、発表者は、英語は第一外国語として広く学ばれてい
るが、できる人は少ない、また、たとえ英訳を読んだとしても文化的背景がわからなければ正しい理
??????
解はできないから、原典から直接のタイ語訳は必要である、と答えた。
大黒貞明氏は、『ピルマの竪琴jなど、同じ作品が複数回翻訳されているが、解釈は閉じか、と質
問し、発表者は、さまざまなきっかけで同じ作品が新たに翻訳されているが、解釈は違う場合がある、
と答えた。
顧偉良氏は、台湾・韓国では吉本ばななや村上春樹、さらには渡辺淳ーなどの現代作家の作品が翻
訳されて大いに読まれているが、タイではどうか、と質問し、発表者は、日本語が分かる人が少ない
ので、定評のあるものしか翻訳されない、黒柳徹子『窓ぎわのトットちゃんjの翻訳はよく読まれた
が文学とは言えないのでリストには載せていない、私自身は林真理子の「ワイン」を訳したことがあ
る、実は源氏物語をやりたい、と答えた。
江口季好氏は、タイにおいては児童詩はどのような状況になっているか、と質問し、発表者は、
JALが後援して子どもの俳句大会が毎年行われている、子どもたちは学校で俳句（タイ語で十七音の
詩）を習っている、と答えた。
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